





















1） 　https://www.pu-hiroshima.ac.jp/site/management/news270121-2.html，2019 年 9 月 1 日閲覧。
2） 　齊藤久美子『会計学とディベート―教育と研究の接点を求めて―』三恵社，2006 年。
3） 　齊藤久美子「ディベートの社会科学教育・会計学教育への応用」『経済理論』第 392 号，2018 年 3 月。





















































































































































では次の質問に移らせていただきます。2 つ目の立論で IFRS を導入するのに役立つとされていた







失礼します。上場企業に対しての IFRS の導入はよくて，中小企業に対しては別に IFRS を適用す
るっていうものではなくて，いずれ国際化の競争力の中での IFRS の適用が必要になってきていて，ま































9 億円程度だったんですけど，国有地なんで，近畿財務局が森友学園に売った価格は 1 億 3400 万円，
そこからさらに汚染土が見つかったりとか，ごみが埋まってたりっていうのがあって助成金が 1 億









































































































































































































































































































1）  本稿におけるディベートの文字起こしについては平成 31 年度（令和元年度）齊藤久美子ゼミナー
ルの学生の協力によった。それを筆者が加筆修正したものである。また，個人名は特定できないよ
うに，筆者のほうで役割に書き換えた。また，学生による考察についても同じである。
2）  本稿は平成 31 年度（令和元年度）和歌山大学経済学部「ディベート教育研究ユニット」による研
究成果の一部である。
Hexagonal Debate and Accounting Education
Kumiko SAITO
Abstract
Debate, especially Hexagonal Debate, is very useful for university education, particularly 
for accounting subjects. Hexagonal Debate was originally proposed by Matsumoto 
Michihiro. This paper describes its educational function among university students in 
2019. By conducting a Hexagonal Debate in the author’s seminar, the students further 
developed not only their accounting competencies but also their abilities to actively 
participate in discussions.
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